
当
た
が
、
本
件
町
山
崎
分
に
闘
し
て
そ
の
後
且
曾
探
侯
保

一
ぅ。

元
述
は
薙
髪
し
て
二
w-と
い
ひ
、
千
訟
は
後
に

一科一
止
之
及
び
砕
府
の
老
巾
に
陥
鴻
し
、
附
ぬ
茜
七
を

一
向
注
と
い
っ
た
。
臨
品
牢
却
は
向
辿
製
討
の
時
に
及

一位
指
と
し
て
掃
に
下
し
、
八

n十
九

M
浦
町
山
町
右
衛

』
ん
で
一
指
有
に

N
L
、
代
ふ
る
に
知
的
散
庄
の
米
地
を

一門
・浦
野
九
州
・阿
保
H
m
m
・胸
卸
金
在
術
門
・宇
宙
地
犯
行
は
れ
た
。

平
八
に
切
阪
を
命
じ
、
巾
村
八
郎
左
前
川・

仁
川
州
航

ウ
ラ
ノ
セ

浦
能
瀬
河
北
榔
能
搬
の
内
の
小
字。

之
助
を
越
中
出
口
剛
山
に
枕
し
、
阿
陪
友
之
助
は
先
に

ウ
ラ
ノ
マ
ゴ
エ
モ
ン

浦
野
孫
右
衛
門
↓
ウ
ラ

自
M
A
せ
る
を
以
て
刑
を
以
内
止
せ
ず
。
耐
し
て
是
等
話

一
ノ
ジ
ケ
ン
浦
町
訴
件
。

士
の
川地pmmM川
町
布
衛
門
九
郎一川
・納
町
二
干
郎
蜘

・
阿

一

ウ
ラ
ベ
ヤ
ス
力
主
ト
部

安

方

向

山
恵
比
例
記

岸

χ
十
郎
町

H

・阿
岸
一
一
一
イ
郎
町
三
・
阿
印
刷
叩
十
郎
州
一

・
一
に
老
笠
間
開
訴
を
引
い
て
、
義
和
中
卜
部
安
方
は
京
よ

阿
山
町
六
十
郎
向
・阿
時
一
釧
世
間
似
・阿
伴
七
十
郎
れ
・
字
回

一
h
下
旬
、
白
山
山
鎚
女
阪
の
榊
引
と
な
っ
た
が
、
そ

地
七
郎
削

・字
削
同
地
父
・
1
郎
町
・駒
拙
m
才
説
此
は
皆
川

一
の
子
の
長
と
い
ふ
も
の
山
妖
の
協
に
魅
せ
ら
れ
て
命

日
を
以
て
悲

喜

ら

れ
、
そ
の
他
流
刑
・
泊
放
・
扶
持

一
を
失
っ
た
こ
と
を
秘
せ
る
o
恐
ら
く
は
小
設
中
の
人

政
等
一
=
十
人
に
及
ん
だ
。
川
姓
に
在
つ
て
は
、
十
一
二
物
だ
ら
う
。

且
六
日
久
江
村
道
闘
を
久
江
の
村
怖
に
慌
し
、
子
共

一

ウ
ラ
ベ
ヨ
シ
ノ
ブ
ト
部
一
艮
暢

J
オ
タ
カ
ラ
グ

八
・
六
太
夫
・瓜
矢
術
を
例
山
と
し
、

一品
川
村
二
郎
止
二

ラ
御
氏
以
。

術
・能
hw
部
下
村
永
M
起
を
駄
目
、
一こ隣
村
他
日
川
・笠
附

一

ウ

ラ

ポ

ン

三
一凶
盆

務
政
中
で
は
一
的
七
且
十
凶

村
太
左
御
門
を
出
版
と
し
、
能
品

wmド
村
ト
hebは
平

一
日
か
ら
添
附
従
と
し
、
士
家
・
町
家
の
幼
訳
、」
l
三

死
し
た
か
ら
刑
を
加
へ
な
か
っ
た
。

一
日
の
タ
に
抽
出
町
川

-
M
川
の
河
原
に
出
で
、

師
木
の

三

CMN氏
の
心
地
分
|
長
辿
船
に
射
し
て
は
、
八
用
イ

一
松
川
を
裂
い
て
拙
迎
を
し
た
o
之
を
し
ゃ
う
ら
い
と

九
日
絢
紀
か
ら
命
が
あ
っ
た
。
日
く
、
凡
そ
山
間
内
の

一
い
っ
た
の
は
帆
州
都
辿
の
訟
で
あ
ら
う
。
」
l
凶
日
か
ら

階
阻
に
し
て
騒
悩
す
る
小
川
あ
る
川
は
、
そ
の
主
お
を

一
組
先
の
以
前
に
穏
で
、
供
物
を
な
し
、
切
組
に
新
火

山
易
に
雌
す
る
例
で
あ
る
が
、
長
氏
は
辿
m

N
U
来
最

一
す
る
。
十
五
同
は
中
一冗
で
、
紫
融
制
を
川
抑
制
に
供
し
、

も
忠
純
で
あ
っ
た
か
ら
、
特
肌
(
を
り
て
政
μ

到
し
、
山山

一
家
人
も
亦
之
を
食
す
る
。

十
六
日
は
附
荻
で
都
公
入

品
竿
州
酬
を
…
伯
の
如
く
領

t
し
め
る
。
し
か
し
印
刷
子
冗

一
に
政
入
を
れ
し
、地
獄
の
径
の
誌
が
附
〈
と
悶
へ
て
、

辿
の
行
銘
は
不
誌
で
あ
っ
た
の
で
、
剃
廷
し
て
下
屋

一
風

M
M院
も
州
出
来
を
休
む
。
夕
張
に
は

X
河
原
で
校
明

般
に
魁
糾
せ
し
め
、
陥
削
係
千
松
を
胸
中
世
し
て
他
日
・誠

一
を
焚
い
て
措
法
h

り
を
す
る
。
中
元
前
に
お
っ
て
、
附

を
裂
が
し
め
る
を
裂
す
る
o
H
つ
領
内
線
地
の
郁
は
、
一
日虻
・首
削
に
宇
年
同
の
知
能
を
脳
内
、
親
戚
一
且
に
胸

之
を
行
ふ
と
行
は
ざ
る
と
一
に
辿
似
の
欲
す
る
加
に

一
答
す
る
こ
と
も
亦
行
は
れ
た
。
こ
の
三
日
間
家
中
の

任
す
が
、
若
し
行
ふ
町
は
そ
の
方
法
一

に
滞
の
規
定

一
士
は
知
外
野
山
山
の
滞
耐
の
滋
前
に
穏
で
、
年中前
の

に
従
ひ
、
定
H
H
の
任
市
川
も
滞
の
ポ
泌
を
得
ね
ば
な
ら

一
股
に
在
る
も
の
は
特
に
切
刷
出
向
開
聞
を
撚
げ
た
。

ぬ
と
。
一
河
川
伸
一
の
阪
縦
せ
ら
れ
た
刷
世
間
は
明
ら
か
で
な

一

ウ
ラ
モ
ン
ザ
カ

一一弘
門
援

金
抑
に
在
っ
て
、
白

い
が
、
係
右
衛
門
部
u

が
山
地
相
を
脱
し
て
元
辿
を
悦
誠

一
名
を
臼
凶
守
谷
と
い
」
。
此
の
谷
の
坂
路
は
筑
間
寺

せ
ん
と
し
、
一苅
辿
も
亦
和
之
を
庇
州
附
し
た
仰
で
あ
ら

一
の
出
門
前
よ
内
材
木
川
へ
出
る
伎
来
で
、
小
円
訟
が
建

ウ
ラ
ー
ー
ウ
口

て
ら
れ
て
ゐ
た
。
往
昔
は
貧
困
寺
の
山
門
が
此
の
坂

一
っ
た
。

踏
の
方
に
向
か
っ
て
ゐ
た
が
、
再
建
の
時
M
m
坂
口
を

一

ウ

ル

シ

湾

正
問
と
し
、
資
制
寺
谷
を
袈
門
口
と
し
た
の
で
あ
る
。

一

ウ
ル
シ
ジ
マ

此
の
谷
に
は

U
A
女
木
の
儲
下
よ
h
つ
ど
い
た
篠
山
川

一
小
可
。

が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
材
木
町
へ
出
る
ま
で
の
風
致

一

ウ
ル
シ
ハ
ラ

が
、
信
協
の
木
曾
協
に
似
る
と
い
ふ
の
で
木
曾
坂
と

一
部
族
。

別
名
せ
ら
れ
た
。
凶
h
て
明
治
四
年
四
且
戸
新
編
成

一

ウ
ル
シ
ハ
ラ

の
際
、
袈
門
坂
の
棋
を
隠
し
、
廷
に
木
曾
川
と
川
名

一
の
小
字。

を
建
て
る
こ
と
に
し
た
。

一

ウ
ル
チ
字
周
囲
地

堅
布
団
胎
郷
に
堕
'
石
部

ウ
リ
ゾ
メ

古賀
初

滞
政
中
は
一
且
二
日
酬
の
夜

一
都
。
穴
水
来
迎
院
所
脱
胞
永
什
八
年
九
且
三
日
袖
川

牢
よ
h
金
線
近
江
町
・背
草
町
附
近
に

mH
出
し
を
行

一
掃
部
入
議
活
性
の
判
部
に
、
『
穴
水
郷
内
宇
沼
地
山
附

う
た
も
の
で
、
そ
の
他
の
町
に
は
か
く
の
如
さ
肢
阪

一
分
院
主
分
事
-E

A

』
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
凶
一
は
穴
水

を
桜
む
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
こ
の
風
は
後
に
市
内

一
郷
に
臨
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o

一
般
に
及
ん
で
肢
に
行
は
れ
た
が
、
昭
和
十
泊
年
支

一

ウ
ル
チ
ウ
ヂ
字
留
地
氏

長
谷
郎
系
闘
に
、
信

那
郡
鐙
中
か
ら
践
し
た
。

一
辿
四
男
四
郎
梨
大
屋
庄
町
十

m地
之
地
印
刷
と
あ
る
o

ウ
リ
フ
瓜
生

村
リ
羽
咋
郡
押
水
大
海
庇
に

一
束
鐙
第
一
肌
元
年
六
且

H
九
日
に
見
え
る
長
四
郎
左
前

あ
る
部
訴
。
本
割
前
例
一
時
に
、『
聴
紺
一
脱
出
=
峨
山
4

姓

一
門
附
は
是
で
あ
ら
う
。
子
日
山
宇
宙
地
氏
父
片
山
学
沼
地

郡
o
能
州
瓜
生
出
入
。
』
文
制
上
聯
燃
録
に
、
『
姓
政

一
田町

民
と
僻
し
、
長
家
際
椛
説
家
の
一
つ
む
あ
っ
た

氏
。
本
州
mmJ咋
川
賞
凶
人
也
0
』
と
見
え
て
、
瓜
中
山

一
が
、
冗
文
七
年
八
月
浦
野
係
右
術
門
の
本
に
怪
し
、

も
瓜
…
出
も
皆
瓜
生
で
あ
る
。

一
際
右
術
門
の
釘
字
削
凶
地
平
八
白
惜
し
、
そ
の
子
一一一
人

ウ
リ
フ
エ
イ
ア
ン
瓜
生
集
庵

大
山
町
寺
の
務
問
問
。
は
殺
虫
円
せ
ら
れ
て
、
家
断
絶
し
た
。

前
は
一
世
、
手
は
芳
卿
、
玉
務
と
脱
し
た
。
淡
路
は
そ

ウ
ル
チ
シ
ャ
字
留
地
社

以
干

-m字
国
地
内
政

の
迫
棋
で
あ
る
。
策
路
簡
に
那
谷
寺
の
風
光
を
災
し

土
仰
で
、
先
永
十
二
年
一
二
月
の
制
札
に
は
十
副仙刑判出

た
か
ら
、
双
後
天
保
四
年
正
且
、
門
生
臨
す
そ
の
邸
を
と
把
し
、
文
政
批
祝
日
開
に
も
拾
枇
椛
到
祭
榊
矢
印
注

記
し
て
鮮
を
寺
内
に
建
て
た
O

抽
出
々
杵
倉
と
す
る
。

ウ
リ
フ
ガ
ハ
瓜
生
川

羽
咋
部
資
遠
山
の
内
長

谷
川
谷
か
ら
流
出
し
、
上
河
合
領
で
大
お
川
へ
w
m
A円

ふ
。
流
挫
六
粁
許
。

ウ
リ
フ
ヒ
コ
ベ
エ
瓜
生
彦
兵

衛

父

荻
原
彦
共

衡
は
初
め
羽
倉
氏
に
仕
へ
、
後
来
っ
て
前
凶
刺
家
に

臣
事
し
た
。
そ
の
子
彦
兵
衛
に
車
内
、
母
の
瓜
住
氏

な
る
を
以
て
、
命
に
よ
h
て
之
を
回
し
、
知
行
加
地

共
に
九
十
石
を
領
し
た
。
子
孫
相
綴
い
で
務
米
に
京

湯
原

」一

能
尖
捌
都
市
川
却
に
邸
ず
る
部
孫
。

漆
島

石
川
山
吉
川
出
昨
日
の
門
の

回一
担
問
竺
一
升
郷
に
印
刷
す
る

漆
原

臥
主
川
字
削
除
山
分
の
山門

ウ
ル
チ
ヨ
シ
ツ
ラ
宇
留
地
義
一連

邸
主
出
穴
水

来
迎
号
所
械
の
お
出
版
に
.
『
容
中
山
地
川
地
之
山
中
o
AH

四
刊
苅
計
、
在
所
宇
宙
地
山
附
方
一
E

々
。
弘
安
元
年

戊
ヨ
イ
且
叫
七
日
平
沼
地
七
郎
右
衛
門
抄
揃
中
高
辿
』

と
あ
る
。
信
辿
の
四
男
四
郎
の
系
に
印
刷
す
る
も
の
で

あ
ら
う
。

ウ
ロ
タ
ニ
ン

有
議
人

天
保
三
年
間
J
I

一
月
の

記
録
に
、
『
以
来
有
隣
人
組
特
打
れ
科
・病
死
之
問
、

八
五


